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2議 会 だ よ り

　

国
土
交

通
省
な
ど

が
共
催
す

る
地
域
づ

く
り
全
国

交
流
会
議

が
十
一
月

六
日
栃
木
県
鹿
沼
市
で
開
か
れ
、そ

の
席
上
、大
鹿
歌
舞
伎
保
存
会
は
国

土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
表
彰
は
、
地
域
交
流
の

活
性
化
と
地
域
づ
く
り
の
奨
励
を
目

的
に
、旧
国
土
庁
時
代
の
八
十
四
年

か
ら
毎
年
実
施
。今
年
は
全
国
都
道

府
県
の
七
十
八
事
例
の
推
薦
の
中
か

ら
の
栄
誉
で
す
。

　

受
賞
は
、地
道
な
伝
承
活
動
に
加

え
て
村
の
世
帯
の
半
数
以
上
が
賛
助

会
員
と
な
っ
て
歌
舞
伎
を
支
え
、定
期

公
演
に
は
み
ど
り
会
等
が
郷
土
料
理

を
用
い
た
弁
当
を
販
売
す
る
な
ど
、村

全
体
で
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と

も
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。大
鹿

歌
舞
伎
と
し
て
は
八
十
五
年
に
文
部

大
臣
賞
、
九
十
一
年
伝
統
文
化

ポ
ー
ラ
賞
、九
十
四
年
山
本
有
三
記

念
郷
土
文
化
賞
以
来
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。保
存
会
で
は「
今
回
の
大
臣

表
彰
は
、今
後
の
保
存
活
動
に
た
い
へ

ん
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

平
成

年

月

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

１５１５

１１１１

大
鹿
村
議
会

大
鹿
村
議
会
第
４
回
臨
時
会
報
告

第
４
回
臨
時
会
報
告

報
告
第
一
号　

平
成
十
五
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
に
つ
い
て 

（
承
認
）

・
十
一
月
九
日
に
執
行
さ
れ
た
衆

議
院
議
員
選
挙
に
係
る
選
挙
費
用

の
補
正 報　

　

告

付
議
事
件

議
案
第
一
号　

議
会
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
議
会
議
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末

手
当
を
一
〇
〇
分
の
二
〇
ヶ
月
削

減
す
る
条
例
改
正

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・
常
勤
の
特
別
職
に
支
給
さ
れ
る

期
末
手
当
を
一
〇
〇
分
の
二
〇
ヶ

月
削
減
す
る
条
例
改
正

議
案
第
三
号　

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

・
一
般
職
の
職
員
の
給
料
・
手
当

を
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
き
減
額

す
る
条
例
改
正

大
鹿
歌
舞
伎
が

大
鹿
歌
舞
伎
が 

　
　
　
大
臣
表
彰

　
　
　
大
臣
表
彰 

大
鹿
歌
舞
伎
が

大
鹿
歌
舞
伎
が 

　
　
　
大
臣
表
彰

　
　
　
大
臣
表
彰 

大
鹿
歌
舞
伎
が 

　
　
　
大
臣
表
彰 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　

大
鹿
村
表
彰
者　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

大
鹿
村
表
彰
規
則
に
よ
り
、
村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

松
澤　

正
人
さ
ん
（
上
青
木
）

　

議
会
議
員
を
二
十
年
間
務
め
ら

れ
、こ
の
間
に
副
議
長
等
の
要
職

に
あ
っ
て
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ

た
功
績

木
下　

憲
三
さ
ん
（
沢　

戸
）

　

森
林
組
合
職
員
や
村
林
務
係

の
嘱
託
・
林
務
委
員
長
と
し
て
五

十
八
年
余
、林
業
行
政
に
尽
力
さ

れ
た
功
績

褒

状

菅
崎　

文
雄
さ
ん
・

　
　

チ
エ
子
さ
ん
（
上
市
場
）

松
下　

兼
茂
さ
ん
・

　
　
 

ち
は
る
さ
ん
（
沢　

井
）

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
、夫
婦
共
に
八
十
八
歳
以

上
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
鹿
村
議
会
第
四
回
臨
時
会
が
十
一
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
一
件
、
付
議
事
件
三
件
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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大
鹿
村
産
業
文
化
祭
が
十
一
月

十
六
日
に
役
場
周
辺
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
例
年
に
な
い
長
期

間
の
梅
雨
と
冷
夏
の
影
響
に
よ
り
、

農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
野
菜
・
雑
穀
・
果
樹
等

多
数
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
展
に
お
い
て
も
、
手

芸
・
写
真
・
書
・
小
中
学
生
の
作

品
等
多
数
出
展
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
が
降
り
そ
う
な
天

気
で
し
た
が
、
陽
気
が
よ
く
村
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等

賑
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
産
業
功
労
者
は

次
の
方
々
で
、
当
日
表
彰
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

☆ 
優
秀
産
業
功
労
者

　

中
谷　
　

工  
（
商
工
部
門
）

　

吉
田
美
智
子  
（
農
業
部
門
）

　

小
林　

勘
一  
（
林
業
部
門
）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
時
期
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

Ｑ
１　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

普
通
の
か
ぜ
は
ど
う
違
う
の

で
す
か
？

　

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、
の
ど

の
痛
み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳

な
ど
が
中
心
で
、
全
身
症
状
は
あ

ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
発
熱
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場

合
は
三
十
九
度
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全

身
の
症
状
が
強
く
、
あ
わ
せ
て
普

通
の
か
ぜ
と
同
様
の
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
気
管
支
炎
、肺
炎
、

乳
幼
児
で
は
中
耳
炎
、
熱
性
け
い

れ
ん
な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化
す

る
こ
と
が
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。

Ｑ
２　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
…
…
？

★
単
な
る
か
ぜ
だ
と
軽
く
考
え
ず

に
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
安
静
に
し
て
、
休
養
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
特
に
睡
眠
を
し
っ
か

り
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
部
屋
の
湿
度
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

★
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
ず
は
予
防
の
た
め
に
、
う
が

い
、
手
洗
い
を
習
慣
に
し
て
ウ
イ

ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

千
葉
市
美
浜
区
で
「

千
葉
市
美
浜
区
で
「
大
鹿
物
産
展

大
鹿
物
産
展
」
開
」
開 

催 

　
大
盛
況
の
二
日
間

大
盛
況
の
二
日
間
　
大
鹿
太
鼓
、
千
葉
に
響
き
渡
る

大
鹿
太
鼓
、
千
葉
に
響
き
渡
る 
千
葉
市
美
浜
区
で
「
大
鹿
物
産
展
」
開 

催 

　
大
盛
況
の
二
日
間
　
大
鹿
太
鼓
、
千
葉
に
響
き
渡
る 

　

十
一
月
八
日
、九
日
の
二
日
間
、

千
葉
市
美
浜
区
に
お
い
て
、
大
鹿

村
の
特
産
品
販
売
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を

目
的
と
し
た
「
大
鹿
物
産
展
」
が

開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約
二
千
人

が
来
場
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

大
鹿
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
る
な

ど
盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

八
月
に
千
葉
市
農
山
村
留
学
事

業
で
来
村
し
た
児
童
さ
ん
や
そ
の

ご
家
族
も
多
数
訪
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、
こ
の
秋
に
大
鹿
村

の
民
宿
へ
泊
ま
り
に
く
る
事
が
既

に
決
ま
っ
て
い
る
ご
家
族
も
数
組

あ
り
、
ま
た
、
お
母
さ
ん
方
の
グ

ル
ー
プ
で
「
視
察
を
兼
ね
た
慰
安

旅
行
に
」
と
、
大
鹿
村
の
温
泉
等

の
お
問
合
せ
を
頂
く
な
ど
、
事
業

を
契
機
と
し
た
交
流
が
動
き
始
め

て
い
る
事
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

会
場
は
一
日
目
が
、
山
村
留
学

事
業
で
最
も
多
く
の
児
童
が
参
加

し
た
美
浜
区
真
砂
地
区
の
公
園
で
、

こ
の
日
行
わ
れ
た
同
地
区
の
行
事

「
ま
さ
ご
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
三
」

に
参
加
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
公

園
内
で
は
地
元
の
方
々
に
よ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
賑
や
か
に
出

店
さ
れ
る
中
、
大
鹿
村
民
か
ら
ご

提
供
頂
い
た
新
鮮
な
野
菜
が
多
数

販
売
さ
れ
、
大
変
ご
好
評
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
会
場
に
は
山
村
留

学
で
御
世
話
に
な
っ
た
小
学
校
の

先
生
方
や
教
育
委
員
会
の
方
々
が

お
手
伝
い
に
お
見
え
に
な
り
、
荷

物
の
運
搬
か
ら
販
売
、
後
片
付
け

に
至
る
ま
で
大
変
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
同
地
区
内
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
一
階
ホ
ー
ル
で

行
い
、
特
産
品
販
売
や
大
鹿
太
鼓

の
演
奏
、
大
鹿
の
特
産
品
が
当
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
が
盛
況
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
千
葉
県
で
は

太
鼓
文
化
が
身
近
に
浸
透
し
て
い

な
い
事
も
あ
り
、
大
鹿
太
鼓
の
力

強
い
演
奏
に
聴
衆
は
皆
真
剣
に
聞

き
入
り
、
中
に
は
感
極
ま
っ
て
涙

す
る
ご
婦
人
も
出
る
ほ
ど
。
二
日

間
と
も
来
場
さ
れ
た
あ
る
男
性
は

「
大
鹿
村
は
山
の
奥
に
あ
る
が
、

力
強
さ
を
感
じ
る
い
い
村
。
来
年

は
家
族
で
遊
び
に
行
き
ま
す
」と
、

大
鹿
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
ち

帰
り
な
が
ら
約
束
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

村
で
は
来
年
度
以
降
も
、
千
葉

市
農
山
村
留
学
事
業
の
受
入
れ
と
、

千
葉
市
で
の
物
産
展
を
継
続
し
て

い
く
計
画
で
す
。
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有利な国民年金保険料

　民間の生命保険や個人年金も、保険料控除

が受けられますが、その限度額は、それぞれ

５万円と決められています。

　しかし、国民年金保険料は全額が社会保険

料控除となります。申告をお忘れなく！

お忘れないように�

　12月は、年末調整の時期です。給与所得者

の方は、勤務先に各種控除の書類を提出しま

すが、今年中（平成１５年１月～12月）に支払

った、国民年金保険料をお忘れではないです

か。 

国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です 

年金と年末調整 POINT

控除となるのは

今年国民年金保険料を納めた次の場合です

〇　第１号被保険者として保険料を納めた期間（転職して次の会社に勤

めるまでの間に納めた期間など）

〇　過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合

〇　保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合

〇　学生納付特例で猶予された期間を追納した場合

〇　申告者本人と生計が同一である配偶者やその他の親族の国民年金保

険料を納めた場合
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税 務 だ よ り 平成15年12月号 

平成１５年分農業所得は収支計算で申告しましょう！！！
　今年も残すところ半月あまりとなりました。村民の皆さんはこの1年をどのようにお過ごしだったでしょうか？
  さて、農家の皆さんの農業所得について、ここ数年広報・ちらし等で折に触れてお知らせしてまいりましたが、現在は経
費目安割合方式となっています。農業所得標準にあった大農具の減価償却額を控除するなどの措置がなくなり、必ず所得が
生ずることとなります。
　そのため、農家の皆さんには戸惑いを感じている方もいらっしゃるのではないかと思いますが、来年の納税相談時には収
支計算での農業所得の算出ができるよう今から農協の出荷伝票、資材・肥料・農薬・種苗等の経費の購買伝票を確認してい
つでも計算に取りかかれるよう準備をお願いします。
　なお、平成17年分（平成18年2月申告）をもって経費目安割合が廃止となり、すべての農家の方が収支計算に移行される
ことにとなりますのでご承知ください｡
　では、今回は、農業所得の業種区分と収入金額と必要経費に絞って簡単に説明したいと思います。

　（１）　農業所得の業種にはどのようなものがありますか？

【重　要】

経費目安割合方式で

は、一番収入の多い

業種区分の割合を使

用します。

種　類 ・ 品　名　の　例　示業　種　区　分

①水稲　②麦（水稲の裏作）田 作 物 農 業

①麦　②雑穀［大豆、小豆、そば等］　③野菜　④ 馬鈴薯 　⑤ 甘藷 
ばれいしょ かんしょ

⑥露地栽培の花（該当にならないものがあります。）
畑 作 物 農 業

①果樹栽培［りんご、ぶどう、なし、もも］　②桑畑（養蚕は除く）
③その他果樹［柿、梅等］

果 樹 栽 培 農 業

　（２）　農業所得の収入金額にはどのようなものがありますか？

収　　　　　　入　　　　　　金　　　　　　額

・１年間に販売した農産物の販売金額を記入します。（市場手数料や撰果料、運賃等が相殺されて入
金されている場合は、これらの金額が相殺される前の金額を記入します。）

①販 売 金 額

・収穫した農産物を自分で食べたり、贈答した場合は自家消費として収入金額に含めます。また、収
穫した農産物を自己の生産のために消費した場合は、事業消費として収入金額に含めます。（事業消
費の場合、収入金額と同額を種苗費等の経費とします。）

②家事消費等

・農業に関係する収入で販売金額以外のものを記入します。
（主な例）自主流通米や加工米の精算金、稲作経営安定基金、とも補償金などの各種補助金、野菜や果
樹共済などの農産物の受け取り共済金など

③雑　収　入

　（３）　農業所得に対する必要経費にはどのようなものがありますか？

必　　　　　　要　　　　　　経　　　　　　費

消費税、農業用土地建物の固定資産、自動車税、農事組合費など租 税 公 課

種子、苗の購入費など種 苗 費

化学肥料、堆肥用わらの購入代など肥 料 費

農具、機械、器具（1個又は1組の取得価格が10万円未満のもの）の購入費など農 具 費

農薬の購入費、共同防除の負担金など農 薬 費

ビニールシート代、果実袋掛用袋代、わら、縄、支柱などの購入費など諸 材 料 費

農機具、農業用の建物･車両に要した修理代など修 繕 費

農業用に使用した水道料、ガソリン代、灯油代など動 力 光 熱 費

作業服代、長靴、手袋代など作 業 用 衣 料 費

水稲、温室などの共済掛金、農業用建物・車両に対する保険金農 業 共 済 費

農業用建物、農機具などの固定資産の減価償却費など減 価 償 却 費

農産物等の販売に要した市場手数料、運送費、包装費など荷造運賃手数料

土地改良区、水利組合の負担金のうち維持管理費など土 地 改 良 費

小作料、ライスセンター、共同撰果場などの使用料金など小作料・賃借料

農産物等の生産及び販売のための雇用労賃、雇人への賄い費・交通費など雇 人 費

農業用の土地建物、農機具の購入のための借入金利子、手形割引料など利 子 割 引 料

上記に分類できない経費（研修費、事務用品の購入費、電話代、切手代など）雑 費

＊詳細は、役場税務係まで、お問い合わせください。（電話0265－39－2001　内線224）
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平成15年度 大鹿村租税教育推進協議会表彰受賞 
 大鹿村租税教育推進協議会の総会が11月19日に行われ「税に関するポスター」・｢税に関する標

語｣の中から優秀な作品が選ばれ、児童生徒の皆さんが表彰を受けました。また、本年は中学生の

「税に関する作文」についても優秀賞の該当者があり、総会当日に納税貯蓄組合から表彰を受けま

した｡ 

表彰対象者の作品は11月16日産業
文化祭の文化展で展示を致しました。

表彰を受けられた皆さん

＊
大
鹿
村
長
賞 

一
年  
木  
間 　
 
貴
文 
さ
ん

き 

ま 

た
か
ふ
み

      
・「
税
金
が 
あ
な
た
の
未
来 
造
り
ま
す
」

＊
飯
田
税
務
署
長
賞 

二
年  
小
林 　
　
 
麗 
さ
ん

こ
ば
や
し 

う
ら
ら

      
・「
幸
せ
の 
未
来
の
た
め
に 
税
金
を
」

＊
下
伊
那
地
方
事
務
所
長
賞 

二
年  
中
村 　
 
広
野 
さ
ん

な
か
む
ら 

ひ
ろ
の

      
・「
税
金
を 
納
め
る
か
げ
に 
人
の
汗
」

＊
大
鹿
村
議
会
議
長
賞  

一
年  
林 　
 
香  
穂  
里 
さ
ん

は
や
し 

か 

ほ 

り

      
・「
税
金
は 
み
ん
な
の
お
金 
大
切
に
」

＊
大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞 

三
年  
遠
野 　
 
桂
男 
さ
ん

と
お
の 

か
つ
ら
お

      
・「
税
金
は 
み
ん
な
た
め
に 
世
の
た
め
に
」

＊
大
鹿
村
商
工
会
長
賞　
 

 
三
年  
畠
山 　
 
稚
可 
さ
ん

は
た
け
や
ま 

ち
か

      
・「
税
金
が 
み
ん
な
の
笑
顔 
つ
く
り
だ
す
」

中 学中 学 生 
作文の部作文の部 

中 学中 学 生 
作文の部作文の部 
中 学 生 
作文の部 

長
野
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

　

優
秀
賞

　
　
　

二
年　
 
古  
瀬 　
 
亮
太 
さ
ん

こ 

せ 

り
ょ
う
た

　
　
　
　

「
税
金
の
使
わ
れ
方
」

　
　

＊
本
文
は
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

下
伊
那
地
方
事
務
所
長
賞

　
 
5
年 
小
林 　
 
鼓 
さ
ん

こ
ば
や
し 

つ
づ
み

飯田税務署長賞 5年  小島 　 諒 さん
こじま りょう

大鹿村長賞 5年  小島 　 尚之 さん
こじま なおゆき

大鹿村議会議長賞 6年  長尾 　 大地 さん
ながお だいち

大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞 
6
年

  
間
瀬 　
 
剣
斗 
さ
ん

ま
せ 

け
ん
と

大
鹿
村
商
工
会
長
賞 
5
年

 
伊
東 　
 
侑
紀 
さ
ん

い
と
う 

ゆ
う
き

小 学 生小 学 生  
ポスターの部ポスターの部 

小 学 生小 学 生  
ポスターの部ポスターの部 
小 学 生 
ポスターの部 

中 学中 学 生 
標語の部標語の部 

中 学中 学 生 
標語の部標語の部 
中 学 生 
標語の部 



二
月
　
　
合
併
に
つ
い
て
全
自
治
会
懇
談
会
開
催 

三
月
　
　
第
四
代
大
鹿
さ
く
ら
の
女
王
選
考
会 

　
　
　
　
大
鹿
村
合
併
問
題
研
究
委
員
会
発
足 

　
　
　
　
大
鹿
中
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
完
成 

四
月
　
　
大
鹿
村
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
開
局 

　
　
　
　
第
四
代
大
鹿
さ
く
ら
の
女
王
誕
生 

　
　
　
　
大
鹿
さ
く
ら
ま
つ
り 

　
　
　
　
県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　
　
　
　
大
鹿
村
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　
　
　
　
葦
原
神
社
に
て
歌
舞
伎
伝
習
塾 

五
月
　
　
新
大
鹿
村
議
会
議
員
十
名
誕
生
　
　 

　
　
　
　
大
鹿
歌
舞
伎
春
の
定
期
公
演 

　
　
　
　
大
鹿
村
中
山
間
地
農
業
活
性
化
特
区
認
定 

七
月
　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ
大
盛
況 

　
　
　
　
特
区
に
よ
り
建
設
事
業
等
の
企
業
が
農
業
へ
参
入 

 

　
今
年
も
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
主
だ
っ
た
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

し
ま
し
た
。 

第四代大鹿さくらの 
女王誕生 

CATV施設開局 

合併についての
自治会懇談会 千葉市小学校山村留学 
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八
月
　
　
中
央
構
造
線
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
　 

　
　
　
　
大
鹿
夏
祭
り 

　
　
　
　
千
葉
市
小
学
校
山
村
留
学 

　
　
　
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
二
次
サ
ー
ビ
ス
開
始 

九
月
　
　
農
協
加
工
所
閉
所 

　
　
　
　
三
伏
峠
小
屋
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置 

十
月
　
　
村
民
運
動
会
　
　 

　
　
　
　
大
鹿
歌
舞
伎
秋
の
定
期
公
演
　
　 

　
　
　
　
小
渋
川
砂
防
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
完
成 

　
　
　
　
マ
ツ
タ
ケ
採
り
で
二
人
死
亡 

十
一
月
　
衆
議
院
議
員
一
般
選
挙
　 

　
　
　
　
産
業
文
化
祭 

　
　
　
　
千
葉
市
で
の
観
光
物
産
展
開
催 

　
　
　
　
大
鹿
歌
舞
伎
保
存
会
が
地
域
づ
く
り
表
彰
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
賞
に
受
賞 

十
二
月
　
松
川
町
と
の
任
意
合
併
協
議
会
設
立 

特区により建設会社が農業参入 

産業文化祭 

夏まつり 

桜まつり 

松川町・大鹿村 
合併協議会設立 

住民基本台帳ネットワークシステム 
二次サービス開始 

村民運動会 
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冬
に
な
っ
て
、
気
温
が
０
℃
以

下
に
な
る
と
、
給
水
管
や
、
水
道

メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
が
凍
っ
て
、
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
す
る
、
水
道
の
凍
結
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早

め
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

  
凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

①
凍
結
防
止
帯
の
電
源
を
入
れ
る
。

屋
外
や
凍
結
防
止
帯
の
な
い
給

水
管
や
蛇
口
に
は
、
専
用
の
保

温
材
、
あ
る
い
は
布
切
れ
や
毛

布
を
巻
き
、
濡
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す

き
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
や
布
切
れ
な
ど
保
温
材

を
入
れ
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ

さ
い
。（
布
切
れ
を
そ
の
ま
ま
入

れ
て
し
ま
う
と
、
濡
れ
た
と
き

に
凍
結
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ

て
メ
ー
タ
ー
を
凍
結
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋

水
道
の
凍
結
に
注
意
！

水
道
の
凍
結
に
注
意
！

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

つ
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。）

③
不
棟
栓
、
水
抜
き
栓
を
ご
使
用

の
ご
家
庭
で
は
、
お
休
み
の
前

や
留
守
に
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
不
凍
栓
は
、
い
っ
ぱ
い
ま
で

閉
め
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
止
め

て
し
ま
う
と
、
水
が
地
中
で
出

っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
漏

水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。）

  
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
…

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の

方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る

と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
裂
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

給
水
装
置
（
宅
内
配
管
含
む
）

の
改
造
、
修
理
な
ど
は
必
ず
、
大

鹿
村
が
指
定
し
た
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
指

定
外
の
業
者
や
、
ご
自
分
で
施
工

さ
れ
た
箇
所
は
近
年
、
漏
水
や
凍

結
が
お
き
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
給
水
停
止
の
措
置
を
と

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

私設水道、組合水道を 
使用されている 

皆さんへ 

私設水道、組合水道を 
使用されている 

皆さんへ 

私設水道、組合水道を 
使用されている 

皆さんへ 

私設水道、組合水道を 
使用されている 

皆さんへ 

　

自
家
用
井
戸
等
の
私
設
水
道

と
、
村
営
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
給
水
管
を

直
結
し
な
い
で
下
さ
い
。
バ
ル
ブ

な
ど
で
、
切
替
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
方
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
止
め
て
く

だ
さ
い
。

　

村
営
水
道
と
、
私
設
水
道
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
配
管
を
し
て

下
さ
い
。

　

私
設
水
道
の
水
が
、
村
営
水
道

の
配
管
へ
入
っ
て
し
ま
い
、
水
質

を
悪
く
し
た
り
、
村
営
水
道
の
水

が
、
私
設
水
道
へ
流
れ
、
漏
水
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

村営水道 私設水道 

村営水道 私設水道 

現
在
、
こ
の
よ
う
な
配
管
を 

さ
れ
て
い
る
方
は
、
左
図
の 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
給
水
管
は
、 

切
り
離
し
独
立
し
た 

配
管
を
し
て
下
さ
い
。 
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冬
期
通
行
止

【
国
道
１
５
２
号
】

地
蔵
峠

ス
ト
リ
ー
ム
深
ヶ
沢
付
近
か
ら

上
村
ま
で
の
間

　

月　

日
〜
４
月
５
日
ま
で

１２

１２

分
杭
峠

女
高
付
近
か
ら
長
谷
村
・
駒
ヶ

根
市
ま
で
の
間

　

月　

日
〜
３
月
１
日
ま
で

１２

２６

【
村　
　
　

道
】

沢
井
線

樺
沢
よ
り
上
部
（
大
鹿
第
二
発

電
所
取
水
上
）

　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２６

赤
石
線

釜
沢　

荒
川
荘
さ
ん
よ
り
上
部

　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２６

【
林　
　
　

道
】

鳥
倉
線

村
道
清
水
南
山
線
の
三
叉
路
よ

り
上
部

　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２６

中
峰
黒
川
線

沢
井
側

　

大
池
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
上
部

　
　

月　

日
〜
４
月
中
旬
頃
ま
で

１２

２６

北
入
側

　

松
下　

一
さ
ん
宅
よ
り
上
部

　
　

月　

日
〜
４
月
中
旬
ま
で

１２

２６

※
降
雪
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
通

行
止
め
期
間
が
変
更
と
な
る
場

合
は
同
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

融
雪
材（
塩
カ
ル
）置
場

大 

河 

原

　
　

大
鹿
倉
庫
（
旧
大
華
原
工
業
）

鹿　
　

塩

　
　

塩
の
里
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

必
要
な
方
は
、
役
場
に
置
い
て

あ
る
塩
カ
ル
受
払
い
簿
に
記
入
の

上
、
右
記
場
所
よ
り
持
ち
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

（
右
記
場
所
に
無
い
場
合
は
、
役

場
駐
車
場
よ
り
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。）

 

（
産
業
建
設
課　

建
設
係
）

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末 警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警 戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒年 末 警 戒　　１２月２７日（土）～１２月３１日（水）
　大鹿村消防団では、期間中、村内を巡回広報し、火災の警戒にあたります。　今年も残りあとわずか!

　師走は何かと慌しくなりますが、各家庭でも、 火気の取り扱いに注意して新しい年を迎えましょう ！ ！

｢その油断　火から　炎へ　災いへ｣

大鹿村消防団

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
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N
H
K
や
無
料
民
法
の
B
S
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
は
、
二
〇

〇
四
年
四
月
よ
り
、
放
送
波
に
新

た
に
「
一
回
だ
け
録
画
可
能
」
の

コ
ピ
ー
制
御
信
号
（
※
１
）
が
加

え
ら
れ
ま
す
（
※
２
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
機
に
デ
ジ
タ
ル
録
画
機
器
を

接
続
す
る
場
合
（
※
３
）、
録
画

さ
れ
た
番
組
（
※
４
）
は
、
他
の

デ
ジ
タ
ル
録
画
機
器
へ
の
ダ
ビ
ン

グ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

B
S
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
S

T
B
で
受
信
さ
れ
て
い
る
場
合
も

同
じ
で
す
。

※
１　

コ
ピ
ー
制
御
信
号
に
は
、

技
術
的
に
は
「
コ
ピ
ー
を
す
べ

て
禁
止
す
る
も
の
」「
コ
ピ
ー

が
自
由
な
も
の
」
も
あ
り
ま
す

が
、
今
回
B
S
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
で
は
、
原
則
と
し
て

「
一
回
だ
け
録
画
可
能
」
の
コ

ピ
ー
制
御
信
号
を
利
用
し
ま
す
。

※
２　

W
O
W
W
O
W
や
ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
一
一
〇
度
C
S

デ
ジ
タ
ル
な
ど
で
は
、「
一
回

だ
け
録
画
可
能
」
の
コ
ピ
ー
制

御
信
号
を
す
で
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

※
３　

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー

ダ
ー
等
が
内
蔵
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
機
の
場
合
も
同
様

で
す
。

※
４　

「
一
回
だ
け
録
画
可
能
」

の
信
号
が
加
え
ら
れ
た
番
組
は
、

コ
ピ
ー
制
御
に
対
応
し
た
記
録

メ
デ
ィ
ア
と
デ
ジ
タ
ル
録
画
機

器
の
組
み
合
わ
せ
で
録
画
で
き

ま
す
。
詳
細
は
各
機
器
の
取
扱

説
明
書
や
カ
タ
ロ
グ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

V
H
S
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
録
画（
※

５
）
機
器
で
の
録
画
や
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
録
画
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
で
す
。

※
５　

一
部
の
デ
ジ
タ
ル
録
画
機

器
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
機
器
へ
の

ダ
ビ
ン
グ
も
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
機
器
の

取
扱
説
明
書
や
カ
タ
ロ
グ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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自
衛
隊
長
野
地
方
連
絡
部
飯
田

出
張
所
で
は
、
平
成
十
五
年
十
一

月
四
日
〜
平
成
十
六
年
一
月
六
日

の
間
自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
現

在
、
十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満

（
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
者
）
の
男
子
で

中
学
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
過
程
終
了
者（
平
成

十
六
年
三
月
に
中
学
校
卒
業
又

は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
過
程

終
了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

□
第
一
次
試
験　

平
成
十
六
年
一

月
十
日
（
土
）

・
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
英
語
（
中
学
校
卒

業
程
度
・
マ
ー
ク
セ
ン
ス
）、

作
文
（
五
百
字
程
度
）

・
試
験
場
所　

国
合
同
庁
舎
四
階

会
議
室
（
飯
田
市
大
久
保
町
）

□
第
二
次
試
験　

平
成
十
六
年
一

月
二
十
三
日
〜
二
十
六
日
ま
で

の
間
の
指
定
す
る
一
日

・
試
験
科
目　

口
述
試
験
（
個
別

面
接
）・
身
体
検
査
及
び
適
正
検

査
・
試
験
場
所　

松
本
駐
屯
地

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

□
待
遇　

特
別
国
家
公
務
員
の
身

分
を
持
ち
三
年
後
に
は
高
校
卒

業
資
格
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
官
に
必
要
な
基
礎
的
事
項

（
特
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

技
術
）
を
修
得
し
、
卒
業
後
は
、

更
に
防
衛
大
学
校
等
へ
の
進
学

や
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
幹
部
に
な

る
道
も
拓
け
て
い
ま
す
。
又
、

制
服
・
食
事
等
全
て
貸
与
・
支

給
さ
れ
完
全
週
休
二
日
制
で
春
・

夏
・
冬
に
二
週
間
前
後
の
連
続

休
暇
が
あ
り
、
給
与
・
ボ
ー
ナ

ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
の
放
送
授
業
を
中
心
に
自
宅
で

学
べ
る
正
規
の
大
学
で
す
。

　

生
涯
学
習
を
目
的
に
短
期
間
在

学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
習

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間

十
二
月
十
五
日
〜
二
月
二
十
九
日

●
資
料
の
請
求
（
無
料
送
付
）

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
三
九
二－

〇
〇
〇
四

諏
訪
市
諏
訪
一－

六－

一

ス
ワ
プ
ラ
ザ
ビ
ル
四
階

�
〇
二
六
六－

五
八－

二
三
三
二

（
月
曜
日
、
祝
日
休
み
）

コ
ピ
ー
の
制
御
が

 

必
要
と
な
る
理
由

　

高
画
質
の
ま
ま
録
画
で
き
る
こ

と
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
特
徴
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
は
著

作
権
の
保
護
も
重
要
性
を
増
し
ま

す
。

　

個
人
で
楽
し
む
限
り
は
問
題
あ

り
ま
せ
が
、
番
組
を
録
画
し
た
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
等
を
ダ
ビ
ン
グ
し
て

他
人
に
配
る
こ
と
は
法
律
に
違
反

し
ま
す
。
法
律
の
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
デ
ジ
タ
ル
の
高
画
質
の
ま

ま
不
正
に
ダ
ビ
ン
グ
さ
れ
た
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
が
出
回
る
よ
う
な
こ
と

が
起
き
れ
ば
、
例
え
ば
映
画
の
権

利
者
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

に
作
品
を
提
供
し
な
く
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
気
ア
イ
ド

ル
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
ビ
デ
オ
が
不

正
に
出
回
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
を
拒
否

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
不

正
な
コ
ピ
ー
の
流
通
を
く
い
止
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
優
良
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
確
保
し
、
番
組
の
魅
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
百
十
六

人
の
う
ち
、
五
十
一
人
が
高
齢

者
で
す
。
全
死
者
の
実
に
四
十

四
％
が
高
齢
者
で
す
。

○
高
齢
死
者
の
う
ち
、
二
十
七
人

が
歩
行
中
で
し
た
。

○
歩
行
者
の
死
者
で
は
、
正
し
く

な
い
歩
行
が
二
十
三
人
を
占
め

て
い
ま
す
。
更
に
、
歩
行
中
の

死
者
の
う
ち
二
十
二
人
の
方
が

自
宅
か
ら
一
㎞
以
内
で
事
故
に

遭
い
、
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く
控

え
る
か
、
明
る
い
服
を
着
用

し
た
り
、
反
射
材
を
身
に
付

け
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

電
動
車
イ
ス
の
安
全
利
用
の
た

め
に

○
電
動
車
イ
ス
は
歩
行
者
で
す
。

特
性
を
理
解
し
て
、
安
全
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
道
が
あ
る
道
路
で
は
歩
道
上

を
、
そ
れ
以
外
で
は
道
路
右
側

を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
用
信
号
機
に
従
っ
て
横

断
し
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
は
反
射
材
を
活
用
す
る
な

ど
、
特
に
注
意
し
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
車
の
多
い
場
所
や
、
車
体
が
不

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

安
定
に
な
る
場
所
で
の
利
用
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

万
一
の
交
通
事
故
の
際
、
自
分
の

両
手
・
両
足
で
支
え
ら
れ
る
衝
撃

は
、
体
重
の
二
〜
三
倍
、
時
速
七

㎞
が
限
度
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

で
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
乗
員
は
、

ハ
ン
ド
ル
や
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

激
突
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
を
突
き
破

っ
て
車
外
へ
飛
び
出
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
命
綱
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
す

る
に
は

○
ね
じ
れ
を
直
し
、
腰
骨
の
位
置

に
正
し
く
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
シ
ー
ト
を
倒
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
、
上
体
を
起
こ
し
て
座
席
に

深
く
腰
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
高
さ
を
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
席
だ
け
で
な
く
、
全
員
が

し
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
は
、
故
意
犯
罪
�

「
そ
の
一
杯　

勧
め
た
あ
な
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
犯
者
」

○
飲
酒
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
は
、

絶
対
に
車
で
行
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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村の行事予定 村の行事予定 村の行事予定 
１２月
　１１～３１日　年末の交通安全運動
　１６日 インフルエンザ予防接種
 （一般・高齢者）
　１７日 ヘルス・スクリーニング
　１８日　　　　　　　　〃
　２２日 空き缶と鉄類の回収
　２５日 廃プラスチックの回収
　２７～３１日　消防団年末警戒

１６年１月
　１日 元旦マラソン・ウォーキング大会
　６日 消防団出初め式
　８日 廃プラスチックの回収
　１３日 ビン類・ペットボトルの回収
　１４日 その他紙の回収
　１９日 空き缶と鉄類の回収
　２２日 廃プラスチックの回収
　２９日 ヘルス・スクリーニング結果報告会
　３０日　　　　　　　〃
　下旬 埋立ゴミの回収
　下旬 農業所得収支計算説明会（２日間）

　

こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
皆
様

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
長

野
地
方
法
務
局
豊
丘
出
張
所
は
、

飯
田
支
局
へ
統
合
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
豊
丘

出
張
所
で
取
り
扱
っ
て
い
る
四
町

村
（
豊
丘
村
・
松
川
町
・
高
森

町
・
大
鹿
村
）
の
不
動
産
及
び
会

社
等
の
登
記
申
請
並
び
に
登
記
簿

謄
・
抄
本
等
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
六
年
二
月
二
日（
月
）か
ら

飯
田
支
局
で
取
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
情
報
化
時
代
に

即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
不
動
産

登
記
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
豊
丘
村
・
松
川

町
・
高
森
町
・
大
鹿
村
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局
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出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
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賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃
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ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
働
く
ル
ー
ル
の

最
低
賃
金

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一

人
で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県

最
低
賃
金
」が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、法
律
に
基
づ
き
、

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を

定
め
、
使
用
者
は
、
そ
れ
以
上
の

賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
是
非
賃
金
の
確

認
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

タ
化
作
業
に
現
在
着
手
し
て
お
り
、

平
成
十
七
年
一
月
頃
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
飯
田
支
局
の
駐
車
場
が

不
足
し
て
お
り
、
お
客
様
に
御
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、
統

合
時
に
は
近
隣
地
に
数
台
確
保
で

き
る
よ
う
現
在
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

飯
田
支
局
の
所
在
地
及
び
統
合

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

こちらです 

JR
飯
田
駅
 【長野地方法務局

　 飯田支局所在案内図】

飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動

飲
ん
だ
ら　

乗
ら
な
い

乗
る
な
ら　

飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は　

飲
ま
せ
な
い

飲
ん
だ
人
に
は　

運
転
さ
せ
な
い

○
飲
酒
運
転
の
危
険
性
、
責
任
の

重
大
性
に
つ
い
て
家
族
・
職
場

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○
酒
の
提
供
者
・
友
人
な
ど
周
囲

の
人
は
、
飲
酒
運
転
を
止
め
る

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
労
働
時
間
、
労
働
日
に
対

応
す
る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど
は
、
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は

　

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
、
長
野
労
働
局　

労
働
基
準

部　

賃
金
室
（
�
〇
二
六－

二
三

四－

五
一
二
一
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

 

長
野
労
働
局

現
在
の
長
野
県
最
低
賃
金
は

時
間
額　

６
４
６
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地

　

長
野
地
方
法
務
局
総
務
課

（
0
2
6
）
2
3
5－

6
6
1
1
�

【
飯
田
支
局
所
在
地
】

〒
３
9
5－

０
０
５
３

飯
田
市
大
久
保
町
２
６
３
７
番
地

３（
0
2
6
5
）
2
2－

０
０
１
４
�

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
管
轄

や
供
託
所
の
所
在
、
不
動
産
・
商

業
登
録
手
続
、
成
年
後
見
登
記
、

供
託
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（U
R
L
h
ttp
://in
fo
.m
o
j.g
o
.jp
/

）
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飯島　のあちゃん 
平成14年８月29日生まれ 
高志・美緒さん（落合） 
保育園が大好きで、給食はもーっと
大好きです。 

山根　結歌ちゃん(右) 
平成14年２月17日生まれ 
崇博・沙姫さん(塩河) 
毎日大好きなお姉ちゃんとままごと遊びしてまーす。 
10月15日に弟が生まれました。 

ゆいか 

中村
　衣
里ちゃ

ん 

平成
14年

６月
14日

生ま
れ 

章映
・麻
起子
さん
（文
満住
宅）
 

お姉
ちゃ
んに
いじ
めら
れて
、ひ
たす

らガ
マン
の時
……
。 

今に
見て
ろ～
！ 

えり
 

松澤　寛太くん 
平成14年11月22日生まれ 
敏彦・貴代子さん（文満） 
お兄ちゃん大～好き。 
よちよち歩きでどこへでもついていき
ます。 

かんた 

中村　心雪ちゃん
 

平成14年12月３
日生まれ 

恵子さん（下市
場） 

あたし、いつも
男の子にまちが

えられるの……
。 

一応、女の子な
んだに。 

こゆき 

塩澤　杏菜ちゃん 平成14年11月14日生まれ 
英明・光江さん（塩河） 
あんよがじょうずになってきました。 

姉ちゃんにイジメられる毎日だけど、大き

くなったら仕返しするんだ！！ 

あんな 


